
（別紙３）

～ 2026年　3月　1日

（対象者数） 30 （回答者数） 18

～ 2026年　2月　1日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・チームビルディング

・家族支援、子育てサポートの更なる充実

2
・専門性の知識の共有。

・社内外のスキルUP研修

3

・発表の場の充実

　参観・運動会等のイベントで取り組んだことの発表を

することで児童職員共に自信をつけていく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・避難訓練や日常の働きかけを職員全体で意識した関りを

実践していく

2
・ペアレントトレーニング、講師を招いての研修会等を取り

入れ、一緒に学んでいく

3

・保護者様から共有いただいた情報についての具体的な支援

方法の探る

・児童と目標に向けての具体的な取り組みを実践していく

個別療育の充実

保護者支援（パーソナルケアの充実）

・１対１の関りを必要とする児童との時間を丁寧に過ごす

・独自のプログラムで職員の資質向上、支援の充実を図る

・子育ての主役は保護者様を念頭に支援を行う

・一人ひとりの様子を記録、口頭でより詳しくお伝えする

○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービス　　haguみしま

○保護者評価実施期間
2026年　2月　1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2026年　1月　5日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　2月　10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

専門的支援従事者の充実

言語聴覚士・作業療法士・理学療法士による専門性のある

支援と、生活習慣を共に伴走する保育士・児童指導員の

支援とを融合させ、すべての児童に必要な支援を提供している

小集団から始めるコミュニケーションスキルの向上

・SST

・小集団遊び

・協調性を必要とする行事の実行

・振り返り習慣

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域とのつながり ・地域を巻き込んだ活動を実践できていない。

保護者様と一緒に学ぶことや情報交換の場 ・時間や場所、講師等の確保

事業所での支援が家庭に繋がっていないことがある ・支援スキルの未熟

令和７年度 事業所における自己・保護者評価総括表 haguみしま公表


